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「何気ない日常に感謝する」 ― 野村っ子の底力 ― 
                         校長  鳥内 禎久 

 令和６年の元旦に起きた能登半島地震は、石川県はも
とより、高岡にも大きな被害を及ぼしました。本校にも
350人以上の方々が一時避難してきました。新年を迎えた
喜びもつかの間、今まで経験したことのない未曾有の震
災に、大きく動揺し胸が締め付けられる思いになった方
も多かったと思います。私は、氷見市北大町という氷見
市の中でも被害が大きかったところに居住しています。
たくさん知り合いの家が倒壊しました。私の家もタンス
やテレビが倒れ、ガラスが割れて飛び散りました。暫く
の間、近くの高校に避難しましたが、生きた心地がしま
せんでした。 
本校では、１月９日、始業式の後、予定を変更して地震の避難訓練を行いました。改めて危

機管理の重要性を感じました。また、学校には各町内から道路沿いのブロック壁崩壊や地面の
隆起等たくさんの情報を頂きました。地域の皆さんのおかげで、無事に３学期をスタートさせ
ることができました。ありがとうございました。 

 さて、新年の恒例行事である第 44 回越中万葉
かるた大会が、１月 14 日福岡Ｕホールで開催さ
れました。「石瀬野に 秋萩凌ぎ 馬並めて 初
鷹狩だに せずや別れむ」に代表される越中万葉
かるたは、万葉集全 20巻から、大伴家持が故郷を
詠んだ歌を中心に百首選定されました。取り札に、
歌の情景が浮かぶ絵が描かれていることや４人
１組で対戦すること等、小学生でも取り組みやす
い工夫が凝らされています。 
４～６年生は、朝や放課後だけではなく、休み

時間も練習に励んできました。今年は、校内での
大会も充実させ、確実に力を付けて大会に臨みました。代表 27 人は、他の学校に負けじと健
闘し、団体戦では２年連続の準優勝、個人戦でも４年生は優勝、５年生は２位に入賞するなど
活躍しました。出場した選手は、「いつもと違う場所で大会が行われるので、始まる前から緊
張した」「来年はリベンジして優勝したい」などと感想を述べていました。 
私は、「勝負事は、一生懸命努力しても勝てるとは限らない。しかし、勝つためには努力しな

ければならない」と思っています。結果だけではなく、子供たちの頑張っている姿を練習のと
きから見ることができ、うれしく思っています。この悔しさを３月までに、まとめの勉強や卒
業式、卒業を祝う会等の行事に活かしてほしいです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書初大会（１月 10日） 
 冬休みに頑張った成果を発揮しよう

と、１・２年生は硬筆、３～６年生は毛

筆に真剣に取り組みました。各学年の

代表者は、２月 12 日（月）に行われ

る県大会に出場します。 

5年生 金銭教育出前講座（１月１９日） 
 富山第一銀行より講師の先生をお

招きし、お金の役割を学びました。生

活とお金との結び付きや上手な付き

合い方を教えていただき、よく考えて

お金を使う大切さを再認識しました。 

地震避難訓練（１月９日） 
能登半島地震を受け、急きょ地震が起

きた際の対応や移動の仕方を確認しまし

た。机の脚を押さえて隠れ、教科書等で

頭を守りながら移動するなど、安全に避

難する方法を身に付けました。 

(第一子のみ配付) 



 

                           

研究主任 太田 愛美 

本校では、基礎・基本の定着を図るために、｢学習の手引き｣を活かした家庭学習の習慣化を目指し、

自主学習ノートをがんばっている子供を紹介しています。また、子供たちが「分かった！できた！」と

いう達成感が得られるようにするために、対話を大切にした授業を行っています。 

＜自主学習ノートの展示＞ 

よい取組の自主学習ノートは、全校で

見ることができるように展示していま

す。展示してあるノートのよいところや

参考にしたいところを学び、自分の自主

学習に生かす子供の姿も見られました。

また、異学年の自主学習ノートのよいと

ころを見付けて、「いいねカード」を貼

っています。自主学習ノートが８冊達成した子供には、「自学マスター」として学期ごとに授賞をしてい

ます。２学期末までには、全校で９名達成しました。 

学力向上に向けて、学校での授業はもちろん、家庭学習はとても大切です。「自分で考えて」「自分の

ために」学習する習慣を付けると、「考える力」や「学ぶ力」が伸びると考えます。家庭学習では、「10

分間×学年以上」に集中して取り組むことも、家庭学習がんばり週間だけではなく継続していけたらと

思います。 

＜対話を大切にした授業づくり＞ 

「対話」は、各自が思っていることを言い合

う会話とは違います。対話が成立するために

は、自分の考えをもち、相手に伝わるように話

すこと、相手の考えを自分の考えと比較しな

がらしっかりと聞くことが大切です。 

子供たちは、学習課題について自分の考え

をもち、ペアやグループで相手に分かりやす

く話をしたり、学習専用端末を使って互いの考えを共有・分類したりしています。５年生の算数科の授

業では、学習専用端末のデジタル教科書を用いて、友達に分かるように図形を動かしながら平行四辺形

の面積の求め方を説明し、自分の考えと比べながら聞く姿が見られました。友達と考えを伝え合い、新

しい考えに気付いた上で、自分の学びに生かすことができるような授業をこれからも行っていきたいと

思います。 

 

 

子供たちの学力向上を目指して 

【自主学習ノートの展示】 【自学マスター】 

【５年 算数】 【２年 国語】 

sun mon tue wed thu fri sat
1 2 3

学校保健委員会 授業参観
PTA常任委員会

4 5 6 7 8 9 10
繰替休業日 中学校入学説明会 委員会⑨ 薬物乱用防止教室

PTA挨拶運動 （５年）
11 12 13 14 15 16 17

建国記念の日 振替休日 交通少年団入退団式

北陸アンサンブルコンテスト 県書初大会 感謝の集い
18 19 20 21 22 23 24

職員会議⑪ 委員会⑩ 天皇誕生日 ウインドアンサンブル

40周年記念定期演奏会

25 26 27 28 29 3/1 2

委員会引継式 同窓会入会式 卒業を祝う会

２月の行事予定


